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8「私は憎しみを共にするのではなく、愛を共にするよう生まれついているのです」とは、古代ギリシアの悲劇詩人ソポクレース作の『アンティゴネー』の中でアンティゴネーが発する印象的な言葉です。彼女の兄弟二人が国の王位をめぐって争い、一方 ポリュネイケースは外国の軍の助けを借りて祖国に攻め入ろうとし、二人は刺し違えて死んでしまいます。新王となった彼女の叔父クレオーンは、この戦死者二人の扱いを区別し、祖国に弓 引いたポリュネイケースの遺体のほうは野ざらしにして、野犬、野鳥が喰らうに任せます。そして、埋葬を禁じ、これを犯 者は死刑に処するとの布告 出します。この措置に敢然と反抗しのがアンティゴネーで、兄の埋葬を試み捕らえられてクレオーンの前に引き立てられてき が、王の糾弾に対 て全く悪びれることなく反論する中で言われた が前述 言
葉です。「あなたのお触れは死すべき人間の作ったもの、そんなものに、神々の定めた、文字には書かれぬ確固不動の法を凌ぐ力があるとは考えなかった」とも主張するアンティゴネーとクレオーンの対決は、哲学者ヘーゲル以来、神々の掟と人間の掟、 い 家族の倫理と国家の法の対立として論じられてきました。現代に至るまで、アンティゴネーは数多くの芸術家たち よって表現され 著作 たちによってさまざまに論じられましたが、ヨーロッパ 化 おける「アンティゴネー」というモチーフの無数の変奏をたどったのがジョージ・スタイナー『アンティゴネーの変貌』です。生まれるべきではなかったのに生まれてしまったオイディプースの娘という宿命を背負った女性の妥協を許さぬ行為を、さて、あなたはどう捉えるでしょうか。
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もうひとつ、今度は古代ローマの文学から不死の言葉を
あげたいと思います。 「ここにも人の世に注ぐ涙があり、人間の苦しみは人の心を打つ」 。これも、戦争のもたらした状況が言わせた言葉ですが、ウェルギリウスの叙事詩『アエネーイス』の中に出てきます。トロイアの英雄アエネーアスは、ギリシア軍によって滅ぼされたトロイアから亡命し、トロイア再建の地を求めて、家族や部下たちを船に乗せ放浪の旅を続けます。そして、北アフリカのカルタゴに漂着した彼は未知の土地を進み、とある神殿にたどり着くのですが、そ 神殿の壁画にはも や自ら 戦った戦争とトロイア陥落の様が描き出されているのです。涙ながらにその絵に見入った英雄が発するのが先の言葉です。ウェルギリウスは打ち続く内乱に国情は混乱し流血 絶えない時代のローマに生きた詩人であり、こ 言葉には詩人の苦しみの経験が重ねられているとともに、歴史 荒波に翻弄される人々 悲惨に寄せられる思いや や共感の念 対する確信が表現されています。現在、ちょうどアエネーアスたちが約束の地をめざして放浪したエーゲ海を、頼りなげなボートで渡ろうとする難民たちの姿を毎日 ようにニュース映像で見るとき、この言葉のもつパトス 甦ります。ヨーロッパ世界においては、時代が大きな転換点に立つきには常にウェルギリウスの『アエネーイス』 立ち返る
ことがなされてきたことは、小川正廣『ウェルギリウス『アエネーイス』
―
神話が語るヨーロッパ世界の原点』
が論じています。
いわさき・つとむ
　 総合国際学研究院教授
　 西洋古典文学
文献案内ソポクレース『アンティゴネー』中務哲郎訳、岩波文庫、二〇一四
年
ジョージ・スタイナー『アンティゴネーの変貌』海老根宏・山本史
郎訳、みすず書房、一九八九年
ウェルギリウス『アエネーイス』岡道男・高橋宏幸訳、京都大学学
術出版会、二〇〇一年
小川正廣『ウェルギリウ 『アエネーイス』
―
神話が語るヨーロ
ッパ世界の原点』岩波書店、二〇〇 年
T1603027／Pieria(2016)春.indd   9 2016/03/17   15:42:12
